
主目的 6 28 5

副目的

款 項 目 大 中

％ ％ ％

担当係

根拠法令・個別計画

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

内容

（手段）

実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

6

担当課

1

産業振興

農政課

事業係

44

平成３０年度以降

農業

事業類型 施設整備系

農業用施設の整備を進める

1

農業に不可欠な水を確保し、効率的な農業生産基盤の整備を推進する。

・農業用かんがい施設を整備する。

・職員は、設計、監督を行う。

・平成２３年度は、用排水路の改修は行わず、樋門改修工事1件を実施した。

【直接経費の内訳　】

新川樋門改修工事(3,832千円)

助成 0

総合計画

分野別計画

予算区分

担当部事務事業名 かんがい排水事業

会計区分

平成１２年度以前 ～事業期間

事業番号 64

平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート平成24年度 事務事業評価シート

市民産業部

事事事事

　　　　

　　　　

業業業業

　　　　

　　　　

のののの

　　　　

　　　　

概概概概

　　　　

　　　　

要要要要

直接実施・

運営

100 委託 0

一般会計

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

Ｈ24予算額

3,944

0.10

531

102.5

Ｈ23決算額

3,832

Ｈ22決算額

0

00

2,299

0.100.10

ココココ

　　　　

　　　　

スススス

　　　　

　　　　

トトトト

財

源

その他職員

0.10

（手段）

従事者数

Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

0

18,429

新川樋門改修工事(3,832千円)

○24年度実施内容

・用排水路の改修に伴う測量設計を行い、平成２５年度に工事を実施する。

費用合計

17,898

531

0.00

無

従事者数

人件費

費

用

直接経費

正職員

34,245

2,564

受益者負担

73,378

0

73,909

401.0

0

37,100

0

4,475

4,363

5.9

2,064

0.00

0

531531

0.00

18,429

0.00

0

4,475



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

5,329

H24

5,329

ｍ

概ね計画通り整備できており、農業の効率性向上に貢献している。

1,363 942

H21

5,887

H22

01,500

H24H23

成果指標名

整備延長（累積）

事業の

達成状況

活動指標名

整備延長

3,874

ｍ

H23

0

0

800

H21

4,387 5,329

5,329

業業業業
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H22

64事業番号

平平平平

成成成成

２２２２

３３３３

年年年年

農業生産基盤である農業用かんがい施設は、今後も順次進めていく必要がある。事

業の縮小・廃止は、効率性の向上が求められる今後の農業において悪影響を及ぼす

と考えられる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

一次評価のとおり。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

農業用かんがい施設の状況を把握し、適切な維持管理を行い施設の長寿命化を図

るとともに、計画的に整備を進める。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

現在、設置されている農業用かんがい施設は老朽化が進んでおり、全ての施設を改

修するには多大な費用を要する。

農業の効率性向上のために、今後も農業用かんがい施設の整備を計画的に進めて

いく必要がある。

方向性の判定


